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第 22 章 総合考察と今後の課題 

 本事業の主題は、「潜在化する性的虐待の把握と実態に関する調査」である。まず、「性的虐
待」という用語には、児童虐待防止法の定義に立脚した場合、「保護者・監護者による」ものとい
う限定がある。被害を受けた子どもの視点、子どもの最善の利益を優先するという眼差しからは、
加害主体の区分に限定されない「子どもの被害」全般を取り扱うことが必要であると考えられたた
め、本事業では、広く「子どもの性被害」を問題意識の対象に据え、中でも「子どもの家庭内性被
害」に焦点を当てた調査研究を展開した。このとき、主題にも示されるとおり、子どもの家庭内性
被害は、その特徴から家庭内や加害-被害児童間での「閉鎖」が発生し、被害事実を周囲が把握す
ることが難しく、潜在化しやすいという特徴を有している。また、潜在化が発生する局面にも様々
な水準があると考えられ、被害の全体像を把握することにも困難があった。 
 当該課題背景を受け、本事業では、(1)児童相談所および市区町村にて、「統計未計上となってい
る子どもの家庭内性被害」に関する潜在事例数の推定、ならびに現状の計上方法等に関する組織の
実態を把握すること。そして、(2)児童相談所および市区町村での対応されている各種の相談事例の
範囲に限らず、被害が未発見で潜在化している、あらゆる子どもの家庭内性被害を早期に発見する
ための被害実態に関する基礎知見を創出すること。これら二つの目的を設定し、各種の調査と分析
を展開した。具体的には、国内外の文献を参照した既存知見の整理、全国の児童相談所および市区
町村を対象とした組織調査と事例調査を実施した。 
全国調査では、極めて凄惨かつ深刻な被害と形容されうるものから、ある種の偶発性を有した被

害まで、多種多様な「子どもの家庭内性被害」の事例情報が報告された。原則として、数々の文献
でも指摘されるとおり、身体的・心理的侵襲性が高く、子どもや家族、関係者とその将来に深刻な
ダメージを与える被害であり、「どのような内容の被害であっても決して軽視すべきではない」と
いう視点から、「子どもの(家庭内)性被害は重篤な問題である」と捉えることが基本姿勢となるだ
ろう。被害の多様さに対する配慮としては、「事例の個別性を無視した表現や、単一の側面のみを
切り出した記述が用いられた場合には、当該問題に対する適切な理解から遠ざかるだけでなく、当
事者への無理解、偏見や差別、ラベリング等につながり、被害児童や家族、関係者等が傷つき、深
刻な二次的被害をもたらす可能性さえある」と整理される。一つの典型やイメージでは、決して語
ることのできない問題であり、広く社会に慎重かつ丁寧な理解が求められる課題である。当該観点
から、本事業では複数の分析課題を設定し、事例の個別性に配慮した知見の創出を試みた。そし
て、得られた知見を「閉鎖性: 保護・援助要請機能の不在または剥奪」と「性的境界の侵害: 一方
的または双方的な距離の近接と逸脱」という二つのキーワードに基づく枠組みに総括整理した。 
 以降では、調査事業全体を踏まえ、事業の主たる二つの目的についての考察と提言を整理した上
で、調査および研究の限界と留意事項と今後必要となる研究課題について述べる。 
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22.1 子どもの家庭内性被害に関する統計未計上の課題について 
本事業では、潜在化している子どもの性被害の実態把握にむけた第一歩として、児童相談所およ

び市区町村の児童虐待対応関連部門で取り扱われている、「被害は懸念・把握されているが、年次
統計で未計上となっている潜在化した性被害事例の把握」を試みた。その結果、児童相談所におい
ては、福祉行政報告例における「性的虐待」と「保護者以外からの性的虐待」を合算した相談対応
件数のおよそ 2割程度、市区町村においてはおよそ 8割程度の「年次統計への未計上相談対応件
数」があると推定される結果となった。これらの未計上潜在事例を正確な数値情報として明示的に
計上し、政策等の意思決定に繋げてゆくためには、年次統計に係る計上方法の統一が求められるこ
ととなる。 
このとき、本事業で対象とした「子どもの家庭内性被害」を含め、子ども虐待対応に係る児童相

談所等の件数計上の不統一は従来から指摘されている課題となっている(山本他, 2017)。計上方法
の統一にあたっては、各組織の情報管理体制の違いや、導入されている情報管理システム仕様の差
異、「被害の確証がある事例」と「被害が強く疑われる・懸念される事例」の連続性や判別の難し
さに由来する計上方法の一義的な統一の困難など、様々な障壁が存在するものと考えられる。ま
た、単一の事例に対して複数種別の相談課題がある場合や、同一家庭に複数の児童が所属し、それ
ぞれに被害内容が異なったり複合したりしている場合など、計上に係る扱い方の整理も単純ではな
いだろう。なお、子どもの家庭内性被害が途中発覚する事例の最初の相談種別は、養護相談(虐待)
だけではない。被害を受けた子どもに随伴する問題や障害等も様々であり、区分を超えた複数の相
談課題の受理と対応が発生する中で、それらをどのように整理するかといった観点についても考慮
する必要があるだろう。その他にも、児童相談所と市区町村が連携し、共同管理する事例等の計上
方法なども含め、年次統計の計上方法は、本邦全体の状況を見据えた上で、検討してゆく必要があ
るものと言える。 
なお、正確な統計計上が叶ったとしても、潜在化している性被害全体を俯瞰した場合に、「当該

福祉機関で統計未計上となっていた潜在事例」がカバーする範囲は一部分に過ぎない。「未だ被害
が把握されず、必要な支援につながっていない潜在事例」についての実態を把握するためには、被
害を可能な限り早期に発見し、問題を顕在化させてゆく取組と、その在り方に関する検討が必要に
なるだろう。 
 
22.2 潜在化する子どもの家庭内性被害の早期発見に向けて 
 子どもの家庭内性被害は、それを特徴付ける様々な要因によって問題が閉鎖することで、必要な
介入や支援につながらず、被害が潜在化する。問題が閉鎖し、被害が潜在化する局面には、加害者
と被害児童の関係や家庭内といった単位だけでなく、被害を知った家庭外の親族や、被害児童から
の開示を受けた友人や同級生、日頃から子どもに接する一次発見者の立場にある支援関係者など、
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多様な水準がある。さらに広い視座からは、当該問題に対する社会の理解不足や誤解・偏見、ある
いは社会文化的抑圧によって、被害発生環境の外部から閉鎖が形作られていることも指摘される。
子どもの家庭内性被害が潜在化する背景には、重層的かつ複合的な課題がある。 
被害の潜在化を防止し、より多くの被害を早期に発見するためには、子どもや大人、そして、福

祉、教育、心理、医療、司法、警察等を代表とする関係支援者や社会全体に対する並行したアプロ
ーチが必要になるだろう。このとき、対象者や場面に応じて、個々の(いずれも重要な)取組の在り
方にも様々なものが想定されうる。しかし、どのような取組を講じる場合であっても、「子どもの
家庭内性被害の実態に関する基礎知識」は、その基盤となる重要な役割を担うものと考えられる。
本事業で得られた知見の有効かつ適切な活用が期待される。 
本事業で得られた知見を根拠とする範囲からは、主に次の 2つの取組の重要性が指摘される。 
 

①  重要な取組: 子どもに対する教育的アプローチ: 子どもの権利と意見表明 
一つは、被害を受けた子どもや、被害の開示を受けた・事実を知った被害児童の友人・同級生、

あるいは被害児童のきょうだい等を想定した「子どもに対する教育的アプローチ」である。それが
重大な被害であり、守られるべき権利の侵害であり、「いやだ」と声をあげて良いものであること
を伝える必要がある。そして、大人の助けが必要であること伝え、開示・相談・通告等をもって必
要な支援につなげる取組によって、相当数の潜在事例が把握され、より多くの被害をより早期に食
い止めることにつながると考えられる。 
 

②  重要な取組: 周囲の大人、特に子どもに関わる支援者・関係者への研修・啓発、組織的対応 
もう一つは、日頃から子どもと接する機会を持つ、「関係支援者等に対する知識との普及と、適

切な対応の在り方に関する啓発」である。子どもの家庭内性被害は、被害児童本人の開示だけでな
く、周囲の鋭敏な眼差しによって被害の発見・発覚に至った例が一角を占めている。子どもからの
被害のサインを見落とさず、的確な一次対応を講じるために必要な知識の獲得を求めることで、現
時点より多くの被害が早期に発見されるものと考えらえる。また、周囲の大人が被害を把握・懸念
した場合であっても、適切な支援につながりづらい状況があることも報告されている。組織的対応
体制の構築が、重要な役割を担うと考えられる。 
 
 繰り返しとなるが、子どもの家庭内性被害の潜在化を防止し、より多くの被害を早期に発見する
ためには、子どもや大人、関係支援者や社会全体に対するアプローチが必要になると考えられる。
本事業の対象範囲からは上記の 2点の重要性を特筆して指摘したが、それ以外にも様々な取組が並
行して展開される必要がある。一例として、被害の早期発見が実現されたとしても、児童相談所、
あるいは一時保護施設等の関連機関の環境・体制・連携等が十分でなければ、被害を受けた子ども
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に必要な支援を展開することにも困難が生じる。被害の防止あるいは早期発見から、子どもや家庭
への介入・支援、アフターケアや生涯発達に至るまでの連続した時間軸の視点と、福祉、教育、心
理、医療、司法、警察等を代表とする関連機関や、広く社会全般を含めた領域横断的な視点を含
め、全体的な視座から取組の在り方を考えていくことが求められる。 
 
22.3 本調査研究の限界と今後の研究課題 
 最後に、本事業で実施した各種調査および分析に係る限界点を補足し、今後必要となる研究課題
について整理する。なお、今後の研究課題については、児童福祉等の関連領域全般で実施される事
例・実践研究や調査研究、あるいは関連領域の研究者・研究機関等全般に向けて課題整理を行うも
のであって、次年度以降の事業受託元調査研究事業(子ども・子育て支援調査研究推進事業等)での
実施を提案あるいは示唆するものではない。 
 
【本調査研究の主要な限界点】 
本事業では、広く「子どもが被害を受ける性的問題全般」を課題意識の対象に据え、なかでも保

護者・監護者によらない「子どもの家庭内性被害」に焦点を当てた調査・分析を実施した。特に、
児童相談所および市区町村の児童虐待対応関連部門で相談対応された子どもの家庭内性被害に関す
る事例調査は、「顕在化した被害事例の情報から、潜在事例の早期発見にむけた手がかりを析出す
ること」を意図したものである。このとき、当該調査では、対象となった各組織から被害が把握さ
れた任意の事例(最大 20件まで)に関する情報の報告を求める形式を採用した。したがって、(1)本
報告書および成果物資料に含まれる件数・該当数等の各種数値は、「児童相談所および市区町村の
福祉関連部門で相談対応された子どもの家庭内性被害の一部分を扱ったもの」、「調査に含まれた
事例数や各種設問への該当報告数」を意味するものであり、「被害の全数」や「被害事例全体の情
報」を指し示すものではない。また、本事業の調査は、上に掲げた福祉機関を対象としたものであ
るため、子どもの家庭内性被害全体の視点からは、情報に偏りが発生している可能性が高いと考え
られる。すなわち、(2)本事業の調査結果や分析によって得られた知見は、「潜在化している事例を
含めた子どもの性被害全体の傾向や特徴」を必ずしも反映したものであるとは限らず、得られた知
識を還元する範囲に限定・限界が含まれることに留意されたい。また、本事業では、文献調査およ
び実態調査等の結果を踏まえて、(3)子どもの家庭内性被害の構造や発生リスクを見立てるための仮
説的枠組みについての整理を実施したが、その有効性や個別の要素等に関する不十分さを内包して
おり、今後の具体的検証を必要としている段階にある。その他、個別の調査・分析に係る限界点に
ついては、各章の考察等に記載した内容を確認されたい。 
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【本調査事業の範囲から提示される今後の研究課題】 
 「子どもの家庭内性被害」、あるいは広く「子どもの性被害」というテーマについて、未だ課題
や問題、その実態等が不明となっている事柄は多い。被害の全体像や各種の対応とその効果など、
多角的視点から研究が実施され、知見が蓄積されていく必要がある。関係領域を横断した研究な
ど、切れ目のない知見の整理も必要になるだろう。 
また、そもそも、本事業は「子どもの(家庭内)性被害」に対象を絞った単群調査であった。「子

どもの性被害事例」に見られる各種の共通性や個別性の特徴を把握することを主眼としたため、一
般群との特徴比較や、他の児童虐待事例や他種別の相談受理事例との特徴比較は行なっていない。
「潜在化する子どもの性被害を検出する、早期に発見する」ための定量的な知識をより精密に捉え
るためには、各種対照群を設定した後続の調査が必要となる。本節では、単群対象調査であること
の限界点も含め、本調査事業の主たる目的である「潜在化する子どもの家庭内性被害の早期発見」
の視座から、調査・分析等で得られた知見に基づく範囲で、今後の検討が必要と考えられる主要な
研究課題を 3点に絞って簡潔に整理する。 
 
① 「子どもの性被害」の事例情報の対象範囲を拡大した調査が必要であること 

 本事業では、児童相談所または市区町村の児童虐待対応関連部門で対応された、子どもの
性被害事例を対象とした情報の収集と分析を行なっている。しかし、子どもの性被害への対
応が実施されているのは、当該組織だけではない。福祉領域で取り扱われた事例情報は、子
どもの性被害事例の一部分であり、警察等の他の組織で対応されているものとは、被害の特
徴や内容に一定の違いがある可能性がある。子どもの性被害事例に関する的確な知識を集積
してゆくためには、対象組織の範囲を拡大した後続の調査研究が必要となる。 
 

② 比較対照群を設定した「子どもの性被害」事例のより詳細な特徴把握 
 本事業の調査では、「子どもの(家庭内)性被害事例」のみに焦点を当てて事例情報を収集
し、その分析を実施した。その結果、被害事例に見られる各種の特徴が析出されたが、「そ
れが、性被害にどの程度固有の特徴なのか」という観点については、十分な知見が得られて
いない。子どもに関わる各種の現場において、被害を早期に発見する上で重要なのは、「性
被害を受けていない子どもとの差異」である。例えば、児童相談所での知見活用を想定した
場合、「児童虐待通告・相談対応事例や、他種別の相談事例の中で、性被害の伴う事例と、
そうでない事例の比較」を行うことが必要となる。あるいは、学校や幼稚園・保育園等の現
場での知見活用を想定するならば、「性被害を受けている子どもと、そうでない一般対照群
の子ども」との差異を比較してゆく必要がある。改めて、本事業の調査が、こういった比較
検討の前段階としての調査であるという位置付けを強調しておきたい。 
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③ 本調査研究の途上で確認された、さらなる重点検証を要する課題領域 
 本事業での調査結果を集計・分析し、その結果を整理するなかで、今後の重点的な検証を
必要とする課題がいくつか析出された。 
 
(重点検証課題 1) 性被害発生リスクのより的確な見立てのために 
加害者に関する重点検証の必要性 
 第一に、本事業では、潜在化している被害の早期発見をテーマとして、その実態を広く捉
えるべく各種の調査を実施しており、特に事例調査では「潜在事例においては、誰が加害者
かわかっていない」という前提から、加害者(児)に焦点・力点を置いた情報収集や分析を実施
しなかった。しかし、性被害の発生を決定づけるのは、多くの場合において加害者による加
害行為である。当該現象に対する詳細な検討がなければ、子どもの家庭内性被害の実態を詳
細に捉え、理解を進め、リスク等を的確に見立ててゆくことはできないだろう。本邦におい
ては、子どもの性被害に対する加害者研究が特に不足している(越智, 2006)。後続した研究が
求められる重要な課題の一つであると言えるだろう。 
 
(重点検証課題 2) 被害の早期発見手法の研究: 潜在化する被害の早期発見のために 
子どもからの被害開示に関する重点検証の必要性 
第二に、子どもからの被害開示に関するより詳細な検討が求められる。本事業では、被害

の開示の有無や開示に至るまでの期間と、被害内容や養育者情報等の事例の特徴を記述する
項目との関連については一部検討が加えられた。しかし、特に早期発見の視座からは、「子
どもに接する様々な場面・機会において、どのような取組を講じれば、より負担なく、子ど
もからの開示が得られるか」といった視点からの個別具体的な取組の内容や在り方と、その
効果に関する研究・検討が必要であると考えられる。専門的面接や聞き取りの方法等に限ら
ない、様々な場面での具体的取組を範囲に含めた知見が得られれば、被害の早期発見に大き
く寄与するものと考えられる。 
 
(重点検証課題 3) 詳細課題の追加解析: 子どもの性被害をより詳細に理解するために 
より詳細な性被害事例の特徴分析の必要性 
 第三に、本事業では、個別の観点から切り出した分析(重点分析)を実施したが、明確な特
徴等が十分に析出されなかった領域が含まれている。(a)きょうだい事例の分析では、家族構
成や非加害親の存在等、十分な分類や類型整理等を踏まえた分析が実施されていない。(b)非
加害養育者の分析では、その多様性に関する分析が扱われていない、(c)ひとり親家庭等の養
育者不在環境下での性被害の区分・類型等を踏まえた特徴や被害の発生要因が十分に整理さ
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れていない、(d)「無症候性の子ども」に関しては、被害内容や被害発生環境の類型を踏まえ
た検討になっておらず、関連要素が十分に検出されていない、(e)男児の被害事例の特徴が、
十分に検討されていない、といった不足事項が確認されている(それぞれの詳細は個別の重
点分析課題章の考察を参照)。 

 
 本事業で取り扱われたのは、「子どもの(家庭内)性被害事例の単群を対象とした調査」の情報で
あり、「後続する比較調査、詳細課題に向けた第一段階の特徴把握」として位置付けられるもので
ある。今後も、上述した課題等について、継続した調査・研究を実施してゆく必要がある。 
  子どもの最善の利益を優先する視点から、幅広い知識・技術の蓄積と、その活用が期待される。 
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 補足資料 

 福祉行政報告例の年次統計データによる児童福祉関連相談対応件数の年次推移 
福祉行政報告例(https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00450046&tstat=000001034573&cycle=8&tcla
ss1=000001149061&tclass2=000001149069&cycle_facet=cycle&tclass3val=0)の年次統計デー
タを用いて執筆者によるデータ結合と可視化を実施。児童相談所と市町村別で、2009 年度から
2018 年度までの児童福祉関連相談の対応件数を、図 S1および図 S2に示す。 
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図 S1 児童相談所における各種児童福祉関連相談対応件数の年次推移(2009 年度から 2018 年度) 
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図 S2 児童相談所における各種児童福祉関連相談対応件数の年次推移(2009 年度から 2018 年度) 
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 全国調査で使用した調査票: 組織調査(調査票 A) 
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 全国調査で使用した調査票: 事例調査(調査票 B) 
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以上 


